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研究成果の概要（和文）： Abelson virus の cDNA の取得を試み、全長クローンの同定に成功

した。Direct sequence 法を用いて遺伝子配列の解析を行ったところ、遺伝子配列には問題が

ないことが確認された。現在 cDNA の両端に制限酵素サイトを付して、レトロウイルスベクタ

ーへの挿入を試みているところである。レトロウイルスベクターが完成次第、ヒト由来単球細

胞へ遺伝子導入し、不死化ヒト破骨細胞前駆細胞株の樹立を試みたいと考えている。 

 

研究成果の概要（英文）：Acquisition of cDNA of Abelson virus was tried and it succeeded in 

identification of a full length clone. When gene sequences were analyzed using the Direct 

sequence method, it was checked that there is no problem in gene sequences. A restriction 

enzyme site is given to the both ends of cDNA now, and it has just been going to try 

insertion to a retroviral vector.  

As soon as a retroviral vector is completed, we carried out transgenics to the human origin 

monocyte cell, and would like to try establishment of a immortal human osteoclast 

precursor cell stock. 
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１．研究開始当初の背景 

破骨細胞は骨吸収能を有する生体唯一の細

胞であることから、その制御は骨量制御に直

結する。破骨細胞分化を解析するにあたって
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は 、 初 代 培 養 系 に 加 え て マ ウ ス で は

Raw264.7 細胞株を用いた解析が広く行われ

ており、マイクロアレイ解析等で成果を上げ

ている。しかしながら、ヒトにおいては有用

な細胞株は存在していない 

２．研究の目的 

本研究課題では不死化したヒト破骨細胞株

を作製すること 

３．研究の方法 

パピローマウイルス E6/E7 をヒト骨髄由来

単球細胞へレンチウイルスで導入すること

を試みたが、導入効率の低さのためか、ある

いは効果的な不死化が起こらなかったため

か、不死化細胞株の樹立には至らなかった。

そこで、不死化の手法を変更し、マウスで樹

立されている細胞株 Raw264.7細胞より不死

化因子を同定し、ヒト細胞へ導入する方法へ

切り替えることとした。Raw264.7 細胞は

Abelson virus による白血病細胞株であり

vAbl の恒常的な活性化により不死化してい

ると考えられる。 

４．研究成果 

Abelson virus の cDNA の取得を試み、全長

クローンの同定に成功した。Direct sequence

法を用いて遺伝子配列の解析を行ったとこ

ろ、遺伝子配列には問題がないことが確認さ

れた。現在 cDNA の両端に制限酵素サイトを

付して、レトロウイルスベクターへの挿入を

試みているところである。 
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